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6a- 霊･-/d2r,碑 )∇Ⅰ-log(I-I,) (6p(r)-p(r)-p)･ (4)











まず VNH および クーロン相互作用 Vcを無視した場合を考える【9】.複合フェルミオンのe-
淡のペアリング状態のギャップを△k-△ke-iPOkと倣定するとギャップ方程式は,
･k- 芸 /.kdk/% (;)e･芸 /kmdk/筈 (A)P, (7)
となる.ここで Ek= Ek?+云k△kは準粒子励起のエネルギーである･また質量のくりこみの効

































･L･-意Ikdk,筈 (;)e, 互k-意JLt∞dk,普 (A)e･ (10)
非エルミー ト項 VNH のため,互kは△kの複素共役ではない.そのため上のように二つの方程式
が必要になる,積分方程式(10)は厳密に解くことができて,その解は
･L･-(A((k/kF,,_01,m/(k/kF,∴ ;;k;;: (ll)










Rajaraman-Soldli変換による複合フェル ミオンのペアリング理論では非エル ミー ト項が存
在し,この項は対破壊効果をもつ.しかしながら,ギャップ方程式および基底状態エネルギーの解
析からペアリング状態についてはirI･elevantであると考えられる.非エルミー ト項は,二電子間
のクーロン相互作用と外部磁場によって引き起こされる量子ホール系においてもっとも基本的な
短距離の二体相関効果を,非ユニタリー変換を用いて取 り入れたことに起因している.しかしな
がら,非エル ミー ト項は長距離の振舞いには影響しないと考えられる.一般的にこのようなこと
が成 り立つとすれば,強相関電子系を議論するにあたり,まず短距離相関を完全に取 り入れた変
換を行い,低エネルギーの解析では非エル ミー ト項の効果を無視してよいことになる.この点に
ついてはより詳細な考察が必要であるが,強相関電子系を理解するうえでのひとつの指針となる
と考えられる.
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